
 
 

第 173 回 
立教大学チャペルコンサート 

Chapel Concert 
 

2026 年 5 月 14 日（木） 開場 12:10 開演 12:40 

立教学院諸聖徒礼拝堂 
 

 サクソフォーン 蓼沼 雅紀 

 オルガン 原田 靖子 
 
 
 

Sonata Es-dur BWV 1031: I. Allegro moderato 

ソナタ変ホ長調 BWV 1031より: 第1楽章 アレグロ・モデラート 

(formerly attributed to Johann Sebastian Bach) 

(旧・伝 J. S. バッハ) 

 

 

Sinfonia aus Kantate BWV 156      Johann Sebastian Bach (1685-1750) 

シンフォニア〜「カンタータ第156番」より     ヨハン・ゼバスティアン・バッハ 

 

 

Andante (Thema mit Variationen) D-dur MWV W32 

アンダンテ (テーマと変奏) ニ長調 

Felix Mendelssohn Bartholdy (1809-1847) 

フェーリクス・メンデルスゾーン・バルトルディ 

 

 

Concerto for Alto Saxophone and String Orchestra Es-Dur Op. 109 

[organ accompaniment version by Y. Harada] 

サクソフォーン協奏曲 変ホ長調 Op. 109［オルガン伴奏版：原田靖子］ 

Allegro moderato - Andante - Allegro 

アレグロ・モデラート - アンダンテ - アレグロ 

Aleksandr Glazunov (1865-1936) 

                           アレクサンドル・グラズノフ 

 

 

 

 

 

 

主催：立教大学 

※会場内での飲食・撮影・録音はご遠慮ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日 開演時間 場所※ 演 奏 者 申込受付開始 

06月 27日(土) 13：30 新座 オルガン／渋澤 久美 05月 14日（木） 

10月 15日(木) 19：00 池袋 オルガン／トーマス・トロッター 09月 03日（木） 

11月 12日(木) 12：40 池袋 オルガン／井原 由紀 10月 01日（木） 

01月 16日(土) 13：30 池袋 オルガン／﨑山 裕子 12月 10日（木） 

蓼沼 雅紀 Masaki Tadenuma 

東京音楽大学付属高等学校を経て東京音楽大学卒業。在学時、特待奨学金を得る。

ヤマハ新人演奏会、日本サクソフォーン協会新人演奏会、東京音楽大学新人演奏会に出演。

第 3回ひろば賞コンクールにおいて管楽器部門賞、ひろば大賞を受賞。JILA音楽コンクール室内

楽部門第 1 位。第 28回日本管打楽器コンクール入選。 

ソロアルバム『The Moment』、『TADENIZE』をリリース。2019年にはアメリカ・インディアナ大学

に招かれ、マスタークラスとソロリサイタルを開催し好評を博すとともに、3 枚目となる CD

『Simple Gifts』を同大学教授オーティス・マーフィー氏と共作した。 

国内外のコンサートに多数参加し、近年ではパイプオルガンとの共演に力を注ぐなど、サク

ソフォンの新しい可能性を追求している。替え指の使用法を中心とした練習曲集「サクソフォー

ン運指のマジカル・エチュード」監修。東京音楽大学および東京音楽大学付属高等学校講師。 

2026年度チャペルコンサートの予定 

池袋・新座の両チャペルでは、それぞれのパイプオルガンの魅力や個性的な音色を味わっていただける無料

のコンサートを年に数回、事前申込による定員制で開催しています。申込方法など詳細は、立教大学チャペル

ホームページでご確認ください。申込受付期間中であっても、定員になり次第、申込受付を終了いたします。 

なお、当日の模様は、後日、チャペル公式 YouTubeチャンネルで配信する予定です。 

上記予定は変更になる場合がございますので、ホームページなどでご確認ください。 

原田 靖子 Yasuko Harada 

東京藝術大学音楽学部作曲科および同器楽科オルガン専攻卒業。St. Paul International 

Lutheran Churchオルガニスト、立教学院アシスタント・オルガニスト、東京藝術大学オルガン科

教育研究助手、立教池袋中学校・高等学校オルガニスト、松本市音楽文化ホール第 4代専属

オルガニストなどを経て、2025年 4月、立教学院オルガニストに就任。これまでの音楽活動の

中では通常の公演に加えて、身体表現家や美術家など他ジャンルのアーティストとの協働で、

子どもの自由で伸びやかな感性に働きかける音楽舞台作品を創作することにも力を注いで

きた。また、オルガンと他楽器のアンサンブルの可能性を広げるための編曲多数。近年はリード

オルガンの演奏機会も多い。日本オルガニスト協会、日本オルガン研究会会員。 

※池袋：立教学院諸聖徒礼拝堂（池袋キャンパス・チャペル）、新座：立教学院聖パウロ礼拝堂（新座キャンパス・チャペル） 


